
公益社団法人日本記者クラブ 
〒100-0011 東京都千代田区内幸町 2-2-1 
Tel 03-3503-2722 Fax 03-3503-7271 

Japan National Press Club   
2-2-1 Uchisaiwaicho, Chiyoda-ku, Tokyo 100-0011 
https://www.jnpc.or.jp/ 

 

1/5 
 

 

 

 

2024 年 4 月 24 日 

公益社団法人 日本記者クラブ 

 

 

日本記者クラブ賞は共同通信社客員論説委員の後藤謙次氏に 

同特別賞は北海道放送ヤジ排除取材班、 

        テレビ静岡「イーちゃんの白い杖」取材班に 

 

公益社団法人日本記者クラブ（前田浩智理事長）は 4月 24 日、理事会を開

き、2024 年度の日本記者クラブ賞を、40 年以上にわたり永田町を取材し政治

ジャーナリズムの活性化に大きく貢献した共同通信社客員論説委員の後藤謙次

さん（74）に贈ることを決めた。また同特別賞を、選挙応援演説中の首相にヤ

ジを飛ばした市民が警察に排除された問題を粘り強く検証してきた北海道放送

ヤジ排除取材班（代表・山﨑裕侍さん）と、目の見えない少女の日常と自立を

25 年にわたり追い続け、命と家族について問うたテレビ静岡「イーちゃんの白

い杖」取材班（代表・橋本真理子さん）にそれぞれ贈ることを決めた。 

贈賞式は 5 月 31 日、日本記者クラブで行い、賞状と副賞を贈る。 

また、受賞者による受賞記念講演会を、7月 10 日、7月 17 日の 2回にわけ

て日本記者クラブで行う。この催しには日本記者クラブ会員、会員社所属記者

だけでなく、一般の読者・視聴者も参加できる。 

 

以下の資料を添付します。（本ページ含め計 5ページ） 

 
 
 
 
 
問い合わせは日本記者クラブ事務局（担当・杉本、電話 03-3503-2727） 

プレスリリース Press Release 

解禁時間はありません 

【贈賞の理由】 
【受賞者・団体の紹介】 
【日本記者クラブ賞と日本記者クラブ賞特別賞について】 
【日本記者クラブ賞受賞記念講演会の案内】 
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【贈賞の理由】 

 

▼日本記者クラブ賞 
後藤謙次 共同通信社客員論説委員・白鷗大学名誉教授 

権力の舞台裏で漏れる肉声、そして生身の人間としての政治家の感情の起伏

が織りなす政治の現実にこだわって、40 年以上にわたり永田町のパワーゲーム

を深く取材してきた。その活動の集大成ともいうべき『ドキュメント平成政治

史』は、現代政治史の貴重な記録といえる。テレビやラジオでの明快で鋭い解

説は、政治と市民を近づける役割を果たしてきた。政治ジャーナリズムの信

頼、活性化と成熟に与えたインパクトは大きい。 
 

▼日本記者クラブ賞特別賞 
北海道放送ヤジ排除取材班 

参議院議員選挙期間中に応援演説をしていた安倍晋三首相（当時）にヤジを

飛ばした市民が警察に排除された問題を、４年にわたり粘り強く検証し世に問

い続けた。劇場拡大版として制作した映画は、ロシアや中国など世界中で表現

の自由が脅かされる事態が起きるなか、足下の表現の自由がどのような状況に

あるのか、民主主義の土台がどうなっているかを深く考えさせ、ジャーナリズ

ムの向上と発展に大きな役割を果たした。 

 

テレビ静岡「イーちゃんの白い杖」取材班 

生まれつき目の見えない女性と重度の障がいを持つ弟、そしてその家族を 25

年間追い続けた映画・テレビ番組は、「イーちゃん」の自立を通して命と家族

という普遍的な問題を描いた。カメラは空気のようにそこにあり、障がい者を

特別な人と感じさせずに、一緒に生きることを考えさせる。重いテーマなのに

見終わるとむしろ明るくなる。エンターテインメントとして高い評価を得たこ

とも、ドキュメンタリーの可能性を感じさせた。 
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【受賞者・団体の紹介】 

 

後藤謙次（ごとう・けんじ）氏 

共同通信社客員論説委員、白鷗大学名誉教授。1949 年東京生まれ。73 年共

同通信社入社。平河クラブ、官邸クラブキャップ、政治部長などを歴任。論説

副委員長兼編集委員、編集局長を経て 2007 年退社。退社後はＴＢＳテレビ

「ＮＥＷＳ23」のキャスター、テレビ朝日「報道ステーション」のコメンテー

ターなどとして活躍。新聞、雑誌の連載コラムを抱え、ラジオでも長期番組を

もつ。著書に『竹下政権・五七六日』（行研、2000 年）、『10 代に語る平成史』

（岩波ジュニア新書、18 年）、『ドキュメント平成政治史』全５巻（岩波書店）

など。 

北海道放送ヤジ排除取材班 

2019 年の参議院選挙期間中に札幌市で自民党候補の応援演説をしていた安倍

晋三首相（当時）にヤジを飛ばした市民が警察に排除された問題を４年にわた

り報道し続けた。23 年には「劇場拡大版」として映画化。これまで報じたニュ

ースや特集は計 123 回（23 年 9 月現在）。『ヤジと民主主義～小さな自由が排除

された先に～』（20 年 4 月放送）などのドキュメンタリー番組は第 63 回日本ジ

ャーナリスト会議 JCJ 賞、第 57 回ギャラクシー賞報道活動部門優秀賞、第 40

回地方の時代映像祭優秀賞、20 年日本民間放送連盟賞ラジオ報道優秀賞など多

くの賞を受賞した。 

テレビ静岡「イーちゃんの白い杖」取材班 

静岡県焼津市に住む、生まれつき目の見えない少女・イーちゃんこと小長谷

唯織さんが、重度の障がいをもつ２歳下の弟・息吹さんと家族に支えられなが

ら、いじめ、夢の挫折などいくつもの壁を乗り越え、自立する姿に 25 年にわ

たり寄り添った。映画・テレビ番組は道徳など教育目的の映像としても使用さ

れている。2023 年日本民間放送連盟賞ではテレビ・グランプリ、番組部門「テ

レビエンターテインメント」最優秀賞、特別表彰部門「放送と公共性」最優秀

賞を獲得。他にも、第 61 回ギャラクシー賞上期入賞、ニューヨークフェステ

ィバル 2024 金賞受賞など。 
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【日本記者クラブ賞と日本記者クラブ賞特別賞について】 

 
日本記者クラブ賞は、千葉雄次郎氏（元日本新聞学会会長）が同クラブに贈っ

た寄託金を基金として 1972 年に創設された。その後も、クラブへの寄付金を基

金に積み増し、賞を運営している。報道・評論活動などを通じて顕著な業績をあ

げ、ジャーナリズムの信用と権威を高めた日本記者クラブ会員および法人会員

社に属するジャーナリスト個人に贈る。今回の後藤謙次氏を含め、これまでの受

賞者は計 60 人。 

 
日本記者クラブ賞特別賞は、クラブ賞創設 40 年を機に、より開かれた賞をめ

ざして 2012 年度に新設された。原則としてクラブ会員以外の内外のジャーナリ

ストやジャーナリズム活動に贈るが、クラブ加盟社の取材班、番組チームなども

対象に含めている。ジャーナリズムの向上と発展につながる特筆すべき業績や

活動を顕彰する。今回の北海道放送ヤジ排除取材班、テレビ静岡「イーちゃんの

白い杖」取材班を含め、これまでの受賞は計 16 件。 

 

いずれも日本のジャーナリズムの高い水準を示す表彰であり、日本記者クラ

ブの公益目的事業のひとつである。 

 

※歴代受賞者は日本記者クラブのホームページにある「日本記者クラブとは」か

ら「日本記者クラブ賞」を選択すると参照できます。 
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【日本記者クラブ賞受賞記念講演会の案内】 

 
 2024 年度日本記者クラブ賞受賞者による受賞記念講演会を、以下 2回にわけ

て開催します。印象に残る取材や報道にかける思いなどを語っていただくほ

か、参加者との質疑応答の時間も設けます。日本記者クラブ会員、会員社所属

記者だけでなく、一般の読者・視聴者も参加できます。 

◆日時  2024 年 7 月 10 日（水）午後 5時～6時 

◆登壇者 後藤謙次・共同通信社客員論説委員、白鷗大学名誉教授 

◆応募締切 7 月 9 日（火）正午 

◆日時  2024 年 7 月 17 日（水）午後 5時～7時 

◆登壇者 山﨑裕侍・北海道放送コンテンツ制作センター報道部デスク 

       橋本真理子・テレビ静岡報道制作局長兼情報ニュース部長 

小長谷唯織さん（番組主人公、イーちゃん） 

◆応募締切 7 月 16 日（火）正午 

 

※以下は両日程共通です 

◆開催形式 会場およびオンライン（Zoom ウェビナーを使用します） 

◆会場  日本記者クラブ 10 階ホール（東京都千代田区内幸町 2-2-1） 

◆参加費 無料 
◆応募方法 
日本記者クラブのホームページ（https://www.jnpc.or.jp）にある応募フォ

ームからお申し込みください。 
1 人の申し込みで 2 人まで応募できます。希望の参加形式（会場またはオン

ライン）と連絡先を忘れずに記入してください。電話による申し込み・問い合

わせは受け付けておりません。いただいた個人情報は本講演会以外の目的には

使用いたしません。 

 
 


